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（通巻第１３４９号）

第２８号指導資料 音 楽
－ －中 学 校 対 象

平成13年９月発行鹿児島県総合教育センター

情意面の育成を大切にした音楽科の学習指導
－ 歌 唱 指 導 を 通 し て －

ドアを開けると，伸びやかで美しいハーモ

ニーが耳に飛び込んできた。ステージで，目

をきらきらと輝かせ，歌うことの楽しさを心

から味わいながら演奏している生徒たち。あ

る夏の日，県文化センターで行われた中学校

音楽コンクール「夏の祭典」の一場面である。

新中学校学習指導要領は，音や音楽への興

味・関心や音楽を愛好する心情といった情意

面の育成を，これまで以上に重視するととも

に，基礎・基本の確実な定着を図ることを強

調している。各学校では，情意面の育成を大

切にした指導に心掛け，知識や技能面の育成

とバランスのとれた指導法を工夫することが

求められている。

そこで，ここでは，情意面の育成を大切に

した音楽科の学習指導の在り方について，歌

唱指導に焦点を当てて述べていく。

１ 情意面が育成される過程

美しい音楽に出会うと，生徒は「きれい

な曲だ 「美しいハーモニーだ 」などと。」 。

感じ 「自分も歌いたい 「歌えるように， 。」

なりたい 」という気持ちをもつ。。

次に，生徒一人一人の個性や興味・関心

を生かした多様な音楽活動を展開すること

により，生徒は楽しく音楽とかかわっていく。

そして，これまでの学習経験を生かし，身に

付けている能力を駆使して主体的に表現活動

に取り組んでいく。

その結果，工夫してつくり上げた表現に満

足できれば，生徒は感動とともに成就感を味

わうことができる。

このような経験を積み重ねることにより，

基礎・基本が身に付くとともに，生徒の音楽

に対する感性は一層高まり，音や音楽への興

味・関心や音楽を愛好する心情といった情意

面がはぐくまれていくと考えられる。

以上述べたような学習を通した情意面の育

。成過程を構造図に表すと，次のようになる
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２ 情意面を育成する歌唱指導のポイント

歌唱指導は，ともすれば，その目標を技

能面の習得だけに焦点を絞った指導になり

がちであるが，情意面を育成するためには

次のような点に配慮した指導に心掛けるこ

とが大切である。

( ) 楽曲に対する生徒一人一人の感じ方や1

思いを大切にした指導をする。

歌唱指導では，歌うことを通して音楽

の味わいや表現の豊かさ，すなわち，音

楽表現の意味を理解させることが重要で

ある。

したがって，指導に当たっては，範唱

を聴いて生徒一人一人がどのように感じ

どのように表現したいという思いをもっ

ているかなどを把握して，表現活動に生

かしていけるような指導に心掛ける必要

がある。

例えば，曲を聴いて「明るく弾むよう

な感じ」とか「さわやかですがすがしい

感じ」などと，生徒一人一人が曲に対し

て感じたことを基に 「このフレーズは，

このように歌いたい 」といった思いを。

もって表現を工夫できるように指導して

いくことである。

( ) 歌詞を生かした表現を工夫させる。2

歌唱曲の器楽曲との大きな違いは，歌

詞があることである。歌詞は，旋律とと

もに楽曲全体のもつイメージと深いかか

わりがある。したがって，豊かな歌唱表

現に高めるためには，歌詞の表す内容に

ついて話し合ったり，歌詞を構成する言

葉から受ける感じを考えたりして，それ

を表現に生かしていくような指導の仕方を

工夫することが大切である。

例えば，江間章子作詞，中田喜直作曲の

「夏の思い出」では，水芭蕉が咲く美しい

尾瀬の情景を想像したり 「はるかな尾瀬，

遠い空」という言葉から作者の気持ちを考

えたりする活動を設定することで，歌詞を

味わって情感たっぷりに歌わせることがで

きる。

写真 気持ちを込めて

( ) 音楽的な感動体験の場を設定する。3

生徒たちは，曲に対する自分の気持ちを

生かして表現を練り合い，満足できる表現

が出来上がったとき，深い感動を味わうこ

とができる。特に合唱では，曲への気持ち

だけでなく，各パートのバランスや統一性，

ハーモニー，豊かな曲想表現などが求めら

れる。心が一つになったときにすばらしい

合唱が生まれ，音楽的な美しさとともに成

就感や友達との一体感を味わうことができ

る。このような感動体験を数多く経験する

ことにより，生徒たちの音楽を愛好する心

情は一層高まっていく。

例えば，授業の終末段階でグループごと

の発表会を行ったり，全員で合唱して録音

した演奏を鑑賞したりするなど，音楽的な
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感動体験ができるようにすることが大切で

ある。

( ) より確かな表現を目指した指導をする。4

生徒たちがそれぞれの楽曲に対する思い

を表現に生かそうと，主体的，創造的に活

動していけるようにすることはとても重要

なことである。しかし，その活動にはどう

しても技能的な面で限界がある。そこで，

歌うことの楽しさを味わわせながらも基礎・

基本の徹底を図り，より確かな表現ができ

るようにするための指導が必要になる。

例えば正しい発声で歌えるようにするた

めには，姿勢，呼吸法，共鳴のさせ方など

について具体的な指導が必要になる。これ

らの技能は，生徒だけで習得することは容

易ではなく，教師が適切に教えていく必要

がある。また，曲想表現についても，生徒

の思いを生かした表現を大切にしながらも

教師自身の思いも生かし，生徒と異なる視

点からの表現を提案するとにより，より豊

かな表現に気付かせることができる。

( ) 思いを表現しやすい歌唱教材を選択する5

歌唱教材の選択に当たっては，生徒が楽

曲と出会って，感じたことや考えたこと，

思い描いた曲のイメージなどを具体的な表

現に生かしやすい楽曲を選択することが大

切である。具体的には次のような楽曲が効

果的である。

ア 生徒の実態に即し，題材の目標の達成

に適切な楽曲

イ 生徒が興味や関心をもち，表現への意

欲がわく楽曲

ウ 生徒が主体的に学習に取り組む中で，

互いに認め合い，励まし合い，学び合え

るように，表現と鑑賞が一体となった

活動が可能な楽曲

エ リズムや旋律，和声が平易で，かつ

感動的な楽曲

オ 旋律やハーモニーが美しく，詩情豊

かな楽曲

３ 情意面の育成を大切にした歌唱指導の実

際

( ) 情意面の育成の視点からの教材分析1

歌唱指導に当たっては，楽曲を構成す

る音楽的な要素を基に，事前に楽曲のも

つ価値を分析するとともに，教師自身が

目指す表現のイメージをしっかりと思い

描いておく必要がある。そして，豊かな

表現につながる要素について，次に示す

ような楽譜への書き込みをしておくと，

指導に生かしやすい。
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( ) 情意面の育成を大切にした歌唱指導の展開例（第１学年）2

次に，生徒一人一人が自分の課題に沿って表現を追求したり，豊かな合唱にしていくため

に互いに気付いたことや感じたことを生かしたりして，豊かな二部合唱をつくり上げていく

学習の展開例を示す。

音楽を好きな生徒に育てることは，指導す

る教師の重要な責務である。音楽のすばらし

さを実感させるには，教師自身が日ごろから

豊かな音楽に触れて，音や音楽に対する感性

を磨くように努めることが大切である。

音楽室は生徒にとって最も身近なステージ

である。そのステージで，目をきらきらと輝

かせ，素敵な笑顔で自分を表現できる生徒の

姿を目指したいものである。

【参考文献】文部省『中学校学習指導要領解説－音楽編－』 平成 年 教育芸術社11

（第三研修室）
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